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柴犬サンタと私の散歩道
北海道・札幌市立篠路西中学校・２年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むらかみ),村上)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ももね),桃音)
　私の家では犬を飼っている。名前はサンタ。人が大好きで、近くに人が来ると玩具を咥えて遊んでほしいとアピールする。
　ある春先の、暖かくなってきた頃。春休み中だった私は、サンタと一緒に、散歩に行く事にした。散歩に行くと気付いたサンタは、クルクルと回ったり、繋いだリードを咥えて引っ張ったりして、「早く行こう。」と言っているかのようだった。
　道を歩いていると、雪山の隙間に、沢山のゴミが重なるように埋もれている。雪が溶けて、出てきたゴミが歩道にも散らばっていた。点在してるゴミを横目に、しばらく歩いていると、向こうから人が歩いてきた。私は犬が苦手な人もいるかもしれないと、立ち止まり人が通り過ぎるのを待った。歩き始めようとして、サンタを見ると、落ちていたゴミを咥えてこちらを見ていた。サンタは、通り過ぎる人にも、遊んで欲しいと思ったようだった。
　私は、咥えていたゴミをまた捨てる訳にもいかず、持っていた袋にゴミを入れた。人が通り過ぎるのを待つ度に、ゴミを咥えて待つサンタ。人が通り過ぎると、寂しそうに私を見上げた。私は、サンタから回収したゴミを袋に入れながら「これはゴミだよ。玩具じゃない。」とサンタに強く言った。けれど、サンタは気にせず、私がゴミを袋に入れると、また違うゴミを探し始める。風で動く袋がお気に入りのようで、ゴミを捕まえられた時は、誇らし気な顔をした。持っていた袋は、サンタが捕らえたゴミや、遊んでもらおうと、待ち構えて見つけたゴミで、いっぱいになった。散歩から帰り、母に言うと笑って言った。「サンタはゴミ取り名人だね。」と。私は、道でゴミを玩具代わりにする犬に、悪戦苦闘している姿を人に見られるのが恥ずかしかった。けれど、帰り道が少しだけ綺麗になっていて、心が晴れやかになった気がした。
　また、次の日もサンタと散歩に行く事にした。人が通る度に、サンタは変わらずゴミを咥え、人が通り過ぎるのを眺めていた。そんなサンタから、いつもの様にゴミを回収しようとしても、何故か、中々離そうとしない。すると後ろから「あら、偉いねー。ワンちゃんと、ゴミ拾いしてるの？」と声がした。振り返ると、散歩中のおばあちゃんがいた。サンタに気を取られていた私は、他に人がいる事に気付かず、驚いた。サンタはしっぽをブンブンと振り、嬉しそうにしている。緊張屋で人見知りの私は、おばあちゃんに「はい。」と言うことしか出来なかった。おばあちゃんに、「綺麗にしてくれて、ありがとうね。」と言われてはっとした。『他の人からは、ゴミ拾いをしているように見えている。』と気が付き、ありがとうと言われて心がくすぐったく、温かい気持ちになった。散歩中のおばあちゃんの事を、帰ってから母に言うと、母は拾ったゴミを分別しながら「散歩できて、道も綺麗になって、ありがとうと言われるなんて、一石二鳥！。」と笑って言った。私もそんな気がした。
　夜になり、父にその話をすると、何処かに電話をかけ始めた。祖父の家だった。私が、生き生きと、楽しそうに話す姿をみて、父は「おじいちゃん、おばあちゃんにも話を教えてあげて」と言い、受話器を私に手渡した。
　祖父に一部始終を話すと、祖父が「月に一度、有志の人が集まってゴミ拾いをしているんだけど、一緒にやらないかい？」と誘ってくれた。私は迷わず「やりたい」と答えた。
　ゴミ拾い当日、祖父母や家族以外にも沢山の人が集まっていた。私はサンタとゴミ拾いをした。少しずつしか拾えないけれど、楽しい。そして、歩いてきた道が綺麗になって、気持ちがよかった。サンタも沢山の人に可愛がってもらえて満足そうだった。
　ゴミ拾いが終わって、何袋もゴミを集めた人がいた。私は小さな声で「あの人、すごいね。」と祖母に言った。祖母は「あの人はね、刑務所に入った事がある人なんだけれど、誰も見ていないところで、誰よりも頑張る人なんだよ。」と教えてくれた。刑務所と聞いて、怖くて、悪い人ばかりが行く所だと思っていた私は、その人が集めた沢山のゴミ袋を眺めて思った。『悪い人が、皆の為にゴミ拾いする訳がない。怖い人が、自分の気力や体力を使って、これだけのゴミを拾える訳がない』
　沢山のゴミを拾ったその人は、当たり前のように、皆が集めた全部のゴミ袋を集め、最後までしっかりと綺麗に片付け、皆から感謝されていた。私はその姿を尊敬した。刑務所に入った事がある人は、怖くて悪い人だと決めつけ、偏見の気持ちを持っていた自分が、すごく恥ずかしくなった。
　私は、散歩道で大切な事を学んだ。それは、ゴミ拾いの楽しさや、何かの理由で刑務所に入った事があっても、皆の為に行動が出来る人がいるということだ。そして私は、差別や偏見を持たず、人の良いところを見つけ、温かい心を持つ祖母のような人になりたい。
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